
３．こどもの自転車への同乗について 

こどもの自転車への同乗については、都道府県公安委員会規則において規定されています。 

例えば東京都においては、東京都道路交通規則（表１参照）で定められており、16 歳以上の人が運転し、

自転車の幼児用座席を使用する場合と子守バンドなどで背負う場合に限って認められています（図１参

照）。また、同乗させることができるのは、いずれの方法を組み合わせても2 人までです。違反した場

合、２万円以下の罰金または科料が科されます。 

 

表１．都道府県公安委員会規則の例（東京都道路交通規則から抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注４）都道府県によって年齢は異なります。 

 

＜こどもを１人同乗させる場合＞ 

     

＜こどもを２人同乗させる場合＞ 

     

＜図１．認められているこどもの自転車への同乗方法＞ 

第10 条 法第57 条第2 項の規定により、軽車両の運転者は、次に掲げる乗車人員又は積載物の重量等の制限をこえて乗車を

させ、又は積載をして運転してはならない。 

(1) 乗車人員の制限は、次のとおりとする。 

ア 二輪又は三輪の自転車には、運転者以外の者を乗車させないこと。ただし、次のいずれかに該当する場合は、この限りで

ない。 

(ア) 16 歳以上の運転者が幼児用座席に小学校就学の始期に達するまでの者1 人を乗車させるとき。 

(イ) 16 歳以上の運転者が幼児2 人同乗用自転車(運転者のための乗車装置及び2 の幼児用座席を設けるために必要な特別の

構造又は装置を有する自転車をいう。)の幼児用座席に小学校就学の始期に達するまでの者2 人を乗車させるとき。 

(ウ) 自転車専用若しくは自転車及び歩行者専用の規制(標識令別表第1 の規制標識のうち、「自転車専用」又は「自転車及

び歩行者専用」の標識を用いた法第8 条第1 項の道路標識による規制で、当該道路標識の下部に「タンデム車を除く」

の表示がされているものに限る。)が行われている道路又は道路法(昭和27 年法律第180 号)第48 条の14第2 項に規定す

る自転車専用道路において、タンデム車(2 以上の乗車装置及びペダル装置が縦列に設けられた二輪の自転車をいう。)

に、その乗車装置に応じた人員までを乗車させるとき。 

(エ) 三輪の自転車(2 以上の幼児用座席を設けているものを除く。)に、その乗車装置に応じた人員までを乗車させるとき。 

イ 二輪又は三輪の自転車以外の軽車両には、その乗車装置に応じた人員を超えて乗車させないこと。 

ウ 16 歳以上の運転者が幼児(6 歳未満（注４）の者をいう。)1 人を子守バンド等で確実に背負つている場合の当該幼児

は、ア((イ)及び(ウ)に該当する場合を除く。)及びイの規定の適用については、当該16 歳以上の運転者の一部とみなす。 

 


